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患者は、医薬品、医薬部外品や健康食品の購入や安全な使用に向け、医療関係者の適切なアドバイスが求

められる。しかし、健康食品は機能表示の拡大が検討され、医薬部外品では健康被害が問題化し、OTC 薬

(OTC drugs)はインターネット販売も可能となり、患者の安全性の確保に向け、リスクコミュニケーションをいかに

効果的に行うかが最大の課題である。厚生労働省は、地域の健康情報の拠点として、セルフメディケーシ

ョンの推進から在宅治療支援まで薬局の活用を促している。しかし、現状は生活者・患者および医療従事者

に対するそれらを包括した情報支援体制は不十分である。今後、生活者を支援できる、リスク・ベネフィットコミュ

ニケーションのツールの開発・整備が必須である。さらに、地域の医療機関間の連携や協力体制の強化により、

継続的な患者支援が向上し、患者の良好なアウトカムが期待できる。また、薬局の医薬品販売データからその

疾病動向を解析し、地域や生活者のニーズを把握しそれらの情報を地域への還元することが可能である。

本シンポジウムでは、中立で正しい情報の普及、患者と医療従事者間の情報格差の解消をめざし、その

視点で「社会における望ましい医療・医薬品情報の共有のあり方：対話型の Shared Decision Making

の実現」について、討議する。 


